
ピースボート福島子どもプロジェクト 2014・春 

『異文化を体験するアジア国際交流の旅』 
 

 

もうすぐ丸 3 年を迎える東日本大震災と原発災害は、福島の人々の日常に

大きな影響を与えました。「放射能への不安から、屋外で十分に遊べない」

「仮設校舎や仮設住宅の生活で、集中して勉強ができない」など、いまだに

子どもたちを取り巻く環境は厳しいままです。 
 

そこで、ピースボートが震災後に立ち上げた「福島子どもプロジェクト」では、福

島の子どもたちに“夢と健康”を届けようと活動してきました。2014 年の春休

みは、南相馬市の中学生を対象に、シンガポールとスリランカへの訪問、お

よび両国間の移動の場となるピースボート船内で、国際理解教育プログラム

を実施します。 
 

中学生という多感な時期に、アジア地域の文化に触れ多様性を肌で感じる

とともに、生活環境や言語の違いを乗り越える術を学ぶこの旅が、参加した

一人ひとりにとって大きな体験になることはもちろん、福島や日本の未来を考

える貴重な出会いと学びを持ち帰ってくれるでしょう。皆様のご協力とご支援

を、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇銀行口座 

 

 

 

ピースボート福島子どもプロジェクト ［担当：塚越］ 

TEL 03-3363-7561 FAX．03-3363-7562  〒169-0075東京都新宿区高田馬場 3-13-1-B1 
 

※「福島子どもプロジェクト」は、国際 NGO ピースボートと一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンターが共同で実施しています。 

参 加 者 

実 施 期 間 

者 
協 力 

呼びかけ人 

2011 年・夏 

2012 年・夏 

201３年・夏 

南相馬市の中学生 12名 

2014年 3月 21日発 ～ 3月 31日帰着（11日間） 

南相馬こどものつばさ、ソウルフラワー震災基金2011 

加藤登紀子（歌手）、鎌田實（医師）、香山リカ（精神科医）、

田中優（環境活動家）、田部井淳子（登山家） 

 

 予定プログラム 

多文化を感じる 
多民族シティ・シンガポール散策 

スリランカの寺院で文化体験 

コミュニケーションを磨く 
アートを使ってワークショップ 

洋上英会話レッスン 

災害と復興を学ぶ 
福島の経験を世界と共有する 

スマトラ沖地震と津波からの復興を知る 

思いっきり外で遊ぶ 
360度の大海原を航海する 

洋上スポーツ大会 

ご支援のお願い

予定プログラム 

このプロジェクトを実現するため、募金の呼びかけを行っています。 

 

郵 便 振 替 

口座番号 : 00120-9-488841  ※下 6桁は右ツメ 

口座名 : 社)ピースボート災害ボランティアセンター 

※通信欄に「フクシマ」とご記入ください 

 

ゆ う ち ょ 銀 行 

ゼロイチキュウ店(019店)  当座 口座番号 : 0488841 

口座名 : 社)ピースボート災害ボランティアセンター 
※振込依頼人の前に「フクシマ」とお書きください ⇒ 例)「フクシマ ヤマダタロウ」 


